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事業名

社

会

体

育

事 業 名

体力づくり指導者講習会

親子体力づくり指導者講

習会

親子体力づく1）旬間

市民歩こう大会

市民テンニング大会

健康まつ1）

オリエンテーリング指導

者講習会

ママさんスポーツ講習会

体　力　診　断

スキー教室

対象者

般

各・ト学校区

〃

几
又舟

般

般

　　　般

小・中学生

婦　入

般

小唯姓r般

ね り い

親子体力つくりの意義と実技講習

会を行う

親子体力つくり活動の普及と指導

力の向上をはかる

親子体力つくりの推進をはかる

体力づくりに対する理解を深める

市民体力増進をはかる

健康と体力に対する理解を深める

オリエンテーリングの普及と振興

をはかる

楽しみながら体を丈夫にするスポ

ーツの日常化をはかる

体力づく1）の理解を深め、日常体

力づくり活動の推進を深める

スキーを通し体力の増強をはかる

π

術

文

化

青少年劇場

視聴覚機材操作技術講習

会

県内史跡めぐ｝）

文化財愛護活動

文化財愛護友の会

結成

青少年

般

般

几
又班

般

芸術鑑賞能力の向上、豊かな情操

のかん養に資する

16ミリ映写機、ビデオ、オーバー

ヘッド操作技術の向上をはかる

郷土史の理解、文化財保護思想の

普及をはかる

文化財愛護活動事業の推進をはか

る

文化財の理解、保護思想の普及を

はかる

期 日

6月23日

6月20日～
　　　7月10日

7月21日～31日

10月22日

11月19日

8月6日

10　　月

11　　月

1月～2月

5月～12月

！月～3月

9　　月

6　　月

月
月7

04月～3月

5　　月

主　　催

教育委員会

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

1ノ

公　民　館

教育委員会

公　民　館

教育委員会

〃

3

しましょう

rr　’　　（　’

、
麟餅

、唾

　ジュニアリー
親

社会教育基本方針
■　生涯教育に対応し得る社会教育体
　制の整備充実につとめる。

2　文化財・民俗芸能および自然環境
　の保護活用と市民の芸術文化活動の
　振興につとめる。

5　市民の健康と体力の増強につとめ
　豊かな情操と住みよい環境づくりを

　めざす市民性の高揚につとめる。

o下記の事業の実施については開設

　前に広報チラシなどでお知らせし

　ますので、その際お申し込みくだ
　さい。

o詳しくは教育委員会、各公民館へ

　お問い合せください。

事業名事

青

少

年

教

育

成

人

教

育

乳
幼
児
教
育

業 名

（第1回）ジュニアリー

ダー養成研修会

子ども会指導者研修会

校庭開放事業

青年グループ交流会

青少年健全育成推進大会

子ども会キャンプファイ

ヤーのつどい

自然に親しむ青少年のつ

どい（春・秋）

婦入団体リーダー研修会

高令者のつどい

P　T　A活動の推進

家庭教育学級

婦　入　学　級

高令者学級

青年教室
成人大学講座

幼児学級の開設

乳幼児教育研究集会

家庭教育相談事業
テレビ視聴者グループ育成

対象者

中・高校生

几
又舟

小学生

年青

般

少　　年

青少年

婦　　人

高令者

P　T　A

般

婦　　入

者令高

年主
目

成　　人

幼　　児

幼児の親

’之

ね b い

子供会の直接指導者として中・高

校生のボランティア養成を行う

成人指導者の資質の向上をはかる

少年の健全育成をはかる

青年グループ活動の充実とリーダ

ーの養成をはかる

青少年の健全育成の充実推進をはかる

野外活動の認識を深め、

の意義と理解を深める

キャンプ

春・秋の自然の中で健康で楽しい

野外活動を通じ心豊かな子どもを育てる

婦人グループ活動のリーダーの養

成をはかる

心身の健康を保つための知識と心

構えを深める

P　T　A活動の健全化をはかる

家庭教育の充実をはかる

婦人教育の充実をはかる

趣味と学習を中心に余暇を有効に
活用するため地区毎に学級を開設する

青年教育の充実をはかる

成人一般に対する教育の充実をは
かる

幼児を保育し適当な環境を与え
心身の発達を助成する

乳幼児教育の充実をはかる

〃

期 日

（1）5月27、28日

（2）7月21、22日

7月6日
4月～3月

9 月

9 月

8月10日

春　5月14日

秋　10月22日

5月～3月
5月～3月
5月～3月

5月～3月

5月～3月

5月～3月

4月～2月

9月7日
4月～3月
9月～3月

主　催

教育委員会

〃

〃

11

〃

〃

〃

ム
云員委育教

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

教育委員会

〃

〃
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ま
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タ
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擬
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育
苗
管
理

　
稚
苗
育
苗
で
は
温
度
管
理
に
注
意

し
、
晴
天
の
日
は
床
内
温
度
が
高
く

な
る
の
で
換
気
を
行
い
、
又
乾
燥
害

を
起
さ
ぬ
よ
う
忙
留
意
し
適
度
の
追

　
灘

〆
・
マ

徽

肥
を
も
組
み
合
わ
せ
て
健
苗
の
育
成

を
は
か
る
こ
と
。

　
中
苗
や
折
衷
苗
で
は
ビ
ニ
ー
ル
の

開
閉
と
水
管
理
に
よ
り
床
内
温
度
の

適
正
化
に
つ
と
め
、
特
に
高
温
時
の

徒
長
に
注
意
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
降
霜
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
被
覆

水
管
理
を
確
実
に
行
い
防
止
に
つ
と

め
る
こ
と
。

2
本
田
初
期
の
管
理

　
基
準
の
健
苗
を
適
期
に
植
付
け
し

活
着
す
る
ま
で
は
深
水
と
し
て
生
育

の
促
進
を
は
か
る
こ
と
。

3
降
霜
害
の
技
術
対
策

　
育
苗
期
間
の
タ
チ
ガ
レ
ン
液
剤
散

布
に
よ
り
生
育
の
促
進
と
病
害
の
発

生
を
お
さ
え
る
。

　
追
肥
は
生
育
回
復
後
に
行
い
減
量

施
用
の
こ
と
。

　
回
復
の
見
必
み
が
な
い
場
合
は
早

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
」

目
に
対
策
を
す
る
こ
と
。
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〆
し

　
　
（
葉
た
ば
こ
）

　
葉
た
ば
こ
は
、
四
月
中
旬
か
ら
本

畑
に
植
付
を
始
め
ま
す
が
、
こ
の
時

期
は
気
温
も
低
く
、
凍
霜
害
を
受
け

る
事
が
あ
る
の
で
、
予
防
に
万
全
を

期
し
ま
し
ょ
う
。

　
常
に
天
気
予
報
や
霜
情
報
に
注
意

隔

し
、
植
付
作
業
は
夕
方
ポ
リ
フ
ィ
ル

ム
に
、
水
滴
が
付
着
し
な
く
な
っ
た

ら
、
作
業
を
中
止
し
ま
し
ょ
う
。

（
ポ
リ
フ
ィ
ル
ム
に
水
滴
が
付
着
せ

ず
透
明
に
な
っ
て
い
る
と
凍
霜
害
を

受
け
や
す
い
）

　
植
付
後
は
、
畑
を
見
巡
リ
ポ
リ
フ

ィ
ル
ム
が
風
に
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う

注
意
す
る
。

　
ポ
リ
フ
ィ
ル
ム
に
直
接
葉
が
触
れ

る
と
被
害
を
受
け
る
の
で
、
適
期
に

本
カ
ッ
ト
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

　
カ
ッ
ト
後
、
霜
注
意
報
が
出
た
場

合
は
、
古
タ
イ
ヤ
等
を
も
や
す
か
、

切
わ
ら
や
モ
ミ
ガ
ラ
で
タ
バ
コ
の
芯

’
、
郵

恥
零

部
を
覆
っ
て
予
防
し
ま
隊
偽
ノ
は
凍
霜
害
に
最
も
弱
ー
、
カ
ブ
、
大

－

紛
鑑
．
．
、
～
鳶
講
灘
袈
ビ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
被
害
に
あ
っ
た
場
合
は
、
日
光
に

　
露
地
栽
培
の
ナ
ス
、
キ
ュ
ウ
リ
、

ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
等
は
、
晩
霜
の

心
配
が
な
く
な
る
時
期
（
平
坦
地
で

は
五
月
十
五
日
以
降
、
山
間
地
に
お

い
て
は
五
月
二
十
五
日
以
降
）
に
定

植
す
る
。

　
早
め
に
定
植
す
る
場
合
は
、
ビ
ニ

ー
ル
ト
ン
ネ
ル
で
被
覆
す
る
。

　
馬
鈴
薯
は
除
げ
つ
追
肥
を
し
て
防

霜
覆
土
、
三
雪
六
袖
ン
を
行
う
。

　
ス
ィ
ー
ト
コ
ー
ン
、
イ
ン
ゲ
ン
等

当
る
前
に
水
を
散
水
し
、
被
害
を
軽

減
す
る
。

　
生
育
の
見
込
み
の
あ
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
追
肥
を
施
し
、
回
復
を
早

め
都
。

　
生
育
の
見
込
み
の
な
い
も
の
に
つ

い
て
は
早
め
に
代
替
作
物
を
考
え
る
。

　
　
（
果
樹
）

　
果
樹
の
凍
霜
害
危
険
温
度
は
種
類

品
種
に
よ
っ
て
異
な
る
が
り
ん
ご
、

ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
耕
転
作
業

　㍗琳

窮
乾
滞
．
～
蕩
撃

飾

　　　　灘顯難
磯育順調駿同響蓄

．
鑓

蜥
講、

　
…

　
　
　
　
、
灘

　
　
灘
難
灘
癖
ー

欝
醸

砦
灘
灘

　
　
螂
　
鑛
　
瓢

　
　
悉
　
騨
畿
騰
、
隅

　
　
　
　
　
㌧
、
聖
齢
㌔

　
　
鍵
　
麹
撚
－
き

　
　
　
　
　
　
縛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸

．
螺
．
醗

　
　
、
羅
　
．
難
V
　
鞭
剛

、
鐵
F

懸
、
マ

禰
灘
　
州

な
し
、
も
も
で
は
開
花
中
、
氷
点
下

二
度
の
低
温
が
三
十
分
か
ら
一
時
間

以
上
継
続
す
る
と
、
被
害
の
危
険
が

あ
り
ま
す
。

　
氷
点
下
一
度
に
降
下
し
た
ら
点
火

を
は
じ
め
る
が
危
険
温
度
よ
り
一
度

高
い
時
期
に
点
火
す
る
。

　
昇
温
資
材
と
し
て
は
、
重
油
燃
焼

が
一
般
的
に
使
用
さ
れ
る
が
、
せ
ん

定
枝
、
薪
、
も
み
が
ら
、
古
タ
イ
ヤ

な
ど
を
組
み
合
せ
て
行
な
う
と
よ
い
。

　
　
、
（
桑
）

　
　
予
防
対
策
と
し
て
陰
、
燃
煙
法
や

　
加
熱
法
が
効
果
的
で
す
が
、
凍
霜
害

　
を
受
け
や
す
い
桑
園
で
は
、
重
油
、

　
F
ヒ
ー
ト
、
古
タ
イ
ヤ
等
の
燃
焼
物

　
を
事
前
に
準
備
し
て
お
く
。

　
　
被
害
を
受
け
た
場
合
は
、
軽
微
な

　
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ま
ま
か
枝

　
条
五
分
の
一
程
度
の
先
端
伐
採
を
実

　
施
し
、
新
梢
三
～
五
開
葉
の
頃
、
尿

　
素
○
・
五
育
液
の
表
面
散
布
を
行
な

　
い
春
蚕
使
用
後
は
、
株
上
げ
残
芽
伐

　
採
を
実
施
す
る
。

　
　
被
害
が
大
き
く
春
蚕
に
使
用
で
き

　
な
い
と
き
は
春
刈
時
に
三
十
飛
．
程
度

　
株
上
げ
伐
採
す
る
。

　
　
樹
勢
の
回
復
を
促
進
す
る
た
め
速

　
効
性
肥
料
を
追
肥
す
る
。

　
　
な
お
予
防
対
策
に
つ
い
て
、
市
農

－
林
課
又
は
各
農
業
関
係
機
関
に
ご
相

．
｝
談
く
だ
さ
い
。
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白
石
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
は
、
去

る
三
月
の
市
議
会
で
設
置
条
例
が
制

定
さ
れ
、
四
月
一
日
か
ら
市
教
育
委

員
会
内
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
青
少
年
の
健
全
育
成
は
、
現
代
に

課
さ
れ
た
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
特

に
青
少
年
の
非
行
は
社
会
問
題
と
し

て
大
き
な
波
紋
を
投
げ
て
い
ま
す
。

　
白
石
市
で
は
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て

青
少
年
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
問
題
に

対
し
て
そ
の
相
談
に
応
じ
、
関
係
機

関
、
団
体
等
と
密
接
な
連
携
を
と
り

総
金
的
、
計
画
的
に
青
少
年
の
健
全

育
成
を
め
ざ
し
て
、
積
極
的
に
活
動

す
る
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　
同
条
例
に
よ
っ
て
、
運
営
協
議
会

が
そ
の
運
営
に
当
り
、
所
長
、
専
任

相
談
員
、
青
少
年
相
談
員
が
業
務
に

当
っ
て
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
の
主
な
る
し
ご
と

o
青
少
年
相
談
（
青
少
年
自
身
か
ら

　
の
相
談
）
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、

　
　
　
　
　
ず

　
　
　
　
，
壌
メ
麟

　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
ヂ
ド

　
　
　
　
　
、
　
　
，
』
方

　
　
　
　
　
　
’
X
亭

o
家
庭
相
談
（
青
少
年
に
関
し
て
の

　
親
か
ら
の
相
談
）

o
街
頭
巡
回
指
導
（
街
頭
を
巡
回
し

　
て
の
全
般
的
な
指
導
）

o
青
少
年
非
行
の
予
防
並
び
に
早
期

　
発
見
及
び
指
導

○
環
境
浄
化
推
進
運
動
並
び
に
啓
蒙

　
活
動

　
相
談
内
容

o
学
習
（
勉
学
）
に
つ
い
て
の
悩
み

　
や
、
心
配
に
つ
い
て

o
友
人
関
係
に
つ
い
て

o
し
つ
け
や
習
慣
に
つ
い
て

o
問
題
行
動
に
つ
い
て

o
服
装
や
金
銭
に
つ
い
て

o
健
康
（
心
と
か
ら
だ
）
に
つ
い
て

o
進
路
に
つ
い
て

o
そ
の
他
、
学
校
、
家
庭
、
職
場
等

　
で
の
悩
み
や
心
配
、
希
望
等
に
つ

　
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
、

　
相
談
日
・
時
問

o
相
談
日
、
月
・
火
・
木
・
金

o
時
間
　
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時

　
ま
で

o
電
話
相
談
、
又
は
ご
希
望
に
よ
り

　
ご
家
庭
に
も
う
か
が
い
ま
す
。

　
相
談
内
容
、
氏
名
な
ど
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で

も
、
お
気
軽
に
来
所
ま
た
は
電
話
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
・
－
、
わ
し
く
は
白
石
市
青
少
年
相
談

ご
㎡
齢
諜
課
繧
『
、
、
［

市
長
日
誌

①

　
　
四
月
四
目

　
越
河
の
水
枯
れ
対
策
会
議

新
幹
線
蔵
王
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
よ
る

水
枯
れ
対
策
は
、
応
急
の
措
置
は
講

じ
ら
れ
た
も
の
の
、
ボ
ー
リ
ン
グ
の

結
果
、
農
協
越
河
支
所
附
近
の
山
鳥

岡
組
合
一
帯
に
新
し
く
水
不
足
が
発

生
し
て
き
た
。

　
恒
久
対
策
や
、
こ
の
問
題
を
含
め

て
問
題
解
決
の
本
質
を
探
る
の
が
話

題
の
中
心
だ
っ
た
が
、
こ
れ
を
喜
ば

な
い
グ
ル
ー
プ
が
同
時
刻
に
附
近
の

区
長
宅
で
別
の
集
会
を
開
い
て
い
る

と
い
う
話
も
あ
っ
て
越
河
地
区
の
入

達
の
意
志
の
統
｝
の
面
倒
な
の
が
浮

き
ぼ
り
に
さ
れ
た
夜
だ
っ
た
。

　
前
議
長
の
黒
沢
登
氏
か
ら
水
と
女

は
分
け
て
使
え
ぬ
も
の
だ
と
冗
談
に

き
か
さ
れ
た
の
が
ほ
ん
と
う
だ
と
更

め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
夜
で
も
あ
っ

た
。　

　
四
月
十
五
目

　
ブ
ラ
ジ
ル
母
国
訪
問
団
長
＝
言

ブ
ラ
ジ
ル
移
住
者
母
国
訪
問
団
の
仙

南
地
区
歓
迎
会
の
席
上
、
高
僑
団
長

が
次
の
様
な
話
を
さ
れ
た
．

　
日
本
は
経
済
大
国
と
し
で
、
雄
飛
し

で
、
い
る
が
、
国
旗
と
国
歌
が
な
い
国

と
ブ
ラ
ジ
ル
の
二
世
、
三
世
は
見
て

い
る
、
日
本
へ
は
金
儲
け
に
目
が
く

　
　
　
鈴
木
孝
嗣
郎

ら
ん
で
自
ら
の
祖
国
を
忘
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
ま
こ
と
に

痛
い
言
葉
で
し
た
。

　
国
旗
、
国
歌
は
ど
ん
な
国
で
も
最

高
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
の
で
、
私
も

二
十
年
前
の
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ヴ

パ
の
旅
の
お
土
産
に
、
日
本
の
国
旗

を
農
家
に
配
っ
た
こ
と
を
想
い
出
し

て
外
か
ら
日
本
を
見
で
、
い
る
眼
の
き

び
し
さ
を
し
み
し
み
と
感
じ
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
．

　
　
四
月
十
九
日

　
県
知
事
を
囲
む
市
町
村
長
懇
談
会

型
通
り
県
予
算
の
輪
郭
を
聞
か
さ
れ

一
般
の
意
見
開
陳
と
な
っ
た
．
．

私
は
、
口
火
を
切
り
山
本
知
事
の
ふ

る
さ
と
づ
く
り
の
精
神
と
努
力
に
つ

い
で
、
た
だ
し
た
か
、
知
事
本
へ
だ
け

が
景
、
の
気
て
も
全
職
員
が
そ
の
気
に

な
ら
な
け
れ
ば
効
果
は
う
す
い
。

　
ま
た
、
市
没
所
の
課
長
が
出
向
い

た
時
は
駄
目
で
、
、
市
長
が
直
接
出
向

た
ら
解
決
し
た
な
ど
と
い
う
古
い
役

べ
堅
気
て
は
困
る
旨
を
ユ
ー
モ
ア
交

り
に
話
し
、
知
事
自
身
か
ら
全
員
に

徹
底
さ
せ
で
、
も
ら
う
様
話
を
し
ま
し

た
か
自
石
市
役
所
自
体
で
二
ん
な
事

か
な
い
様
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
強
く

感
じ
て
い
ま
す
。

6

学
区
再
編
制
を
完
了
し
て

　
　
　
　
　
　
　
1
白
石
第
｝
小
・
第
二
小
ー

　
冷
た
い
春
風
が
吹
く
四
月
七
日
第

一
小
学
校
、
第
二
小
学
校
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
今
回
の
学
区
編
制
に
依
っ
て

第
一
小
か
ら
第
二
小
へ
転
校
す
る
十

三
人
の
児
童
と
、
第
二
小
か
ら
、
第

一
小
へ
転
校
す
る
四
十
二
入
の
児
童

た
ち
と
、
在
校
生
た
ち
の
間
に
お
別

れ
の
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　
送
り
出
す
児
童
代
表
の
あ
い
さ
つ

出
て
行
く
児
童
代
表
の
あ
い
さ
つ
と

淋
し
い
中
に
も
未
来
に
夢
を
た
く
す

希
望
に
み
ち
た
も
の
で
し
た
。

　
第
一
小
、
第
二
小
の
子
ど
も
た
ち

も
、
在
校
生
の
拍
手
に
送
ら
れ
転
校

す
る
学
校
に
向
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
今
ま
で

と
違
っ
た
友
達
の
中
に
す
ぐ
と
け
こ

み
、
先
生
方
も
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど

で
し
た
。

　
こ
の
一
年
有
半
、
学
区
再
編
の
た

め
何
回
と
な
く
み
な
さ
ん
か
ら
御
意

見
を
出
し
て
い
た
だ
き
、
今
回
の
学

区
再
編
が
実
現
い
た
し
ま
し
た
。

昭和53年度

全市一斉消毒日程表

実施地区地区名曜日月

南町、田町、本町、中町、長町

亘理町、新町、短ヶ町、西益岡

中益岡、東益岡

石白日145

昭和53年度白石第一小・白石第二小

清水小路、寿町、柳町、本郷1

本郷2、本郷3、本郷4、鷹巣
郡山、上郡山、小下倉、福岡東区

石白日21

区全

〃

〃

〃

　　　　　〃
滝上、上原、鎌先、弥治郎、

大網、八宮　芹沢

全区、尾べら、滝下、福岡沖

北区、南区、西上、西下、山根

下原、山ノ下

沼、川原子、不忘、蔵王、三住

越河
斎川

大平
大鷹沢

小原

月

火

水

木

金

22

23

24

25

26

岡福土27

月1白日28

学級編制（児童・報数

岡福月29

岡福火30

白石第二小白石第一小

注意事項

（1）火気のある所では使用しないこと。

（2）食器、飼料、おもちゃ等に直接かけないこと。

（3）消毒に従事される方は必ず「マスク」を用いること。

（4）作業終了後、石ケン水で顔、手、足をよく洗うこと。

級
均
数

学
　
童

1
平
児

学級数児童数
級
均
数

学
　
童

1
平
児

学級数児童数

＼
命

41

37

36

44

41

36

　7

　4

　5

　5

　4

　4

　4

　2

28

　163

　187

　181

　175

　162

　143

　　13

1．024

37

41

36

38

43

43

　5

　4

　4

　4

　4

　3

　2

26

183

162

145

152

172

128

　　2

944

　　1

　　2

　　3

　　4

　　5

　　6

特殊学級

　　計覧

㊧　現行法で学級編制の標準は1学級45名とされて

　　います。

　　　児童手当現況届の
　　　　提出をお忘れなく
　児童手当現況届提出をお忘れなく、児童手当制度とは
　児童が心身ともにすこやかに成長することは、国民す
べての願いであり、家庭と社会がともに児童の健全な育
成に努めることが望まれます。
　児童手当制度は、このための施策のひとつとして生ま
れたものです。児童手当は、義務教育終了前の児童を含
む、18才未満の子供3人以上を養育している方に支給さ
れます。しかし、支給要件該当者であっても、手続きを
しないと支給されません。
　現況届を
　児童手当を引き続いて受給されるために、毎年1回現
況届を出さなければなりませんヒ今年は次の日程により
各地区において受付いたします。この現況届を出さない
と、次の支払分より児童手当が受けられなくなりますの
でご注意下さい。
　児童手当6月期分支払い
　児童手当は、6月、10月、2月の3回に4ヵ月分まと
めて支払います。6月は支払い月です。2月から5月分
までの4ヵ月分を自動振込みで支払います。

　詳しいことは、市民課（費5－2111内線132）
へお問い合わせください。

児童手当現況届受付日程

　場　　所
越河出張所
斎川公民館
大平公民館
大鷹沢公民館

小原公民館
白川公民館
福岡公民館
市役所市民課

　　時　　問

　9：30～11：30

13：00～15：00

　9：30～11：00

　9：30～11：00

　9：30～11：00

13：00～15：00

　9：30～15：00

　9：00～15：00

月　日

6月1日
6月1日
6月2日
6月2日
6月3日
6月5日
6月5日
6月6日

地区名

越河
斎川
大平
大鷹沢

小原
白川
福岡
白一石

7



　　プ　めは　 セ

騨ハ＾　閥鱗．
わがなかま
㎞y＿＿覇繍

斎川高砂会

　
白
石
市
内
に
は
六
十
九
団
体
の
老

人
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は

斎
川
高
砂
会
の
（
小
室
泰
吉
、
末
永

義
勝
会
長
）
わ
が
な
か
ま
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。

　
昭
和
三
十
九
年
五
月
に
会
を
結
成

騨
メ
多

　
以
来
百
十
名
前
後
の
会
員
で
構
成
し

　
　
て
い
ま
す
。

　
　
会
員
の
中
に
は
末
永
会
長
さ
ん
は

　
じ
め
十
七
組
の
お
し
ど
り
会
員
も
お

　
り
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
心
身

　
健
全
に
し
て
、
豊
か
な
生
活
を
営
む

　
た
め
に
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
昭
和
五
十
一
年
斎
川
公
民
館
完
成

　
時
に
各
自
自
慢
の
植
木
を
持
ち
よ
り

　
日
頃
の
盆
栽
講
習
会
で
鍛
え
た
腕
を

　
生
か
し
公
民
館
前
に
立
派
な
庭
園
を

　
　
つ
く
り
高
砂
庭
園
と
命
名
し
寄
贈
し

　
て
い
ま
す
。

　
　
今
年
度
の
総
会
も
終
り
、
活
動
方

　
針
の
な
か
に
斎
川
地
区
花
い
っ
ぱ
い

　
運
動
の
展
開
と
い
う
こ
と
で
、
園
芸

　
講
座
の
中
に
菊
づ
く
り
講
習
会
を
開

　
催
し
、
積
極
的
に
花
い
っ
ぱ
い
運
動

　
に
参
加
し
秋
に
は
会
員
の
菊
花
展
示

　
．
会
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
全
会
員
、

　
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
そ
の
他
に
も
市
老
連
の
ス
ポ
ー
ツ

　
．
大
会
参
加
、
手
芸
工
芸
講
座
、
講
演

　
会
な
ど
行
事
は
盛
た
く
さ
ん
あ
り
ま

　
す
が
中
で
も
会
員
が
一
番
楽
し
み
に

　
し
て
い
る
の
は
秋
の
一
泊
見
学
旅
行

〆
　
で
、
温
泉
に
つ
か
り
な
が
ら

　
　
　
わ
が
く
な
る
の
も
こ
れ
か
ら
よ

　
　
　
む
り
を
し
な
い
で
ほ
が
ら
か
に

　
　
　
な
に
を
く
よ
く
よ
百
ま
で
も

　
　
　
は
た
ら
き
ま
し
ょ
う
よ
高
砂
会

畷
．
と
会
歌
が
飛
ん
で
き
ま
玄

司き

誉
き
あ
堅
永

【
昔
話
】

…
の
あ
る
お
寺
に
、

ぱ

㎜
法
力
の
強
い
和
尚
さ
ん
が
、

㎜
だ
ど

の

寒
に
入
っ
と
、

｝
ロ

ぢ
た
ユ
タ
ン

ハ
…
が
一
石
入
る
袋
）

び

｝
の
国
さ
向
げ
で
口
ば
あ
げ
で
、

副…
袋
さ
、

一酔
で
、

岬＝
まπマ

、
㎜
檀
家
の
偉
い
人
だ
ぢ
が
く
っ
と
、

の

｝
の
扇
風
機
の
代
り
に
寒
風
ば
吹
が
し

　

㎜
エ
で
、
ご
馳
走
す
ん
の
が
、
な
ら
わ

㎝
皿
し
だ
っ
た
ん
だ
ど
。

叩
㎜
　
あ
る
夏
の
暑
い
日
に
、
法
印
和
尚

酬

…
さ
ん
が
、
法
事
さ
呼
ば
ら
っ
て
、
出

　

㎜
が
げ
で
、
い
な
い
と
き
、
小
僧
っ
こ

幽

㎜
が
、
こ
の
ず
ね
え
へ
大
き
な
）
袋
は

㎜
い
っ
た
い
、
な
ん
だ
べ
え
ど
思
っ
て

　

㎝
引
き
降
ろ
し
て
、
口
ば
あ
げ
で
見
っ

㎝
㎜
と
、
冷
い
風
が
ソ
ヨ
ソ
ヨ
ど
吹
い
で

引

…
き
て
、
と
っ
て
も
（
と
て
も
）
気
持

r㎝
カ
い
い
も
ん
だ
が
ら
、
ウ
ト
ウ
ト
ど

一
　
　
ひ
ん
ね

｝
お
昼
寝
す
つ
ま
っ
た
ん
だ
ど
。

一

　
寒
風
が
く
さ
っ
た

む
が
す
、
し
し
ょ
え
す
（
白
石
）

　
　
　
　
　
　
法
印
さ
ん
つ
う
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
だ
ん

　
。
こ
の
和
尚
さ
ん
は
、
毎
年
、

　
　
　
　
　
蔵
王
権
現
っ
ど
ご
さ

（
の
と
こ
ろ
へ
）
行
っ
て
、
持
っ
て

　
　
　
　
　
（
和
紙
で
つ
く
り
、
繭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
が
エ

　
　
　
　
　
　
ば
出
し
て
、
最
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
の

　
　
鶏
鷹
ば
、
い
っ
ぱ
い
、
詰
め

　
　
　
げ
え

　
持
ぢ
帰
っ
た
ん
だ
ど
。
ほ
え
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
る

　
（
そ
れ
を
V
客
殿
の
天
井
さ
吊
し

　
土
用
に
な
り
、
お
盆
に
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今

①
菅
　
野
　
新

　
ほ
れ
が
ら
、
し
ば
ら
ぐ
た
っ
て
、

目
が
さ
め
っ
と
、
袋
が
、
す
っ
か
り
、

し
ぽ
ん
で
だ
ん
で
、
子
僧
っ
こ
が
、

び
っ
く
り
し
て
、

　
「
さ
て
、
な
じ
ょ
に
す
た
ら
（
ど
う

し
た
ら
）
、
よ
が
ん
べ
え
」

　
ど
、
い
ろ
い
ろ
考
え
だ
げ
ん
と
も

（
考
い
た
け
れ
ど
も
』
、
名
案
が
浮

が
ん
で
こ
ね
ん
だ
ど
。
ほ
ん
で
、
な

ー
に
、
ど
う
に
で
も
な
れ
ど
、
ふ
で

く
さ
っ
て
、
晩
げ
の
御
飯
に
食
っ
た

ニ
ン
ニ
ク
で
腹
が
キ
ガ
キ
ガ
張
っ
て

だ
の
ば
い
い
ご
ど
に
し
て
、
ほ
の
袋

　
　
　
　
　
ぺ
え

さ
ニ
ン
ニ
ク
厩
ば
、
い
っ
ぱ
い
、
吹

っ
込
ん
だ
ん
だ
ど
。
ほ
れ
が
ら
、
も

ど
の
と
お
り
に
な
っ
た
袋
ば
客
殿
の

天
井
さ
吊
し
て
、
し
し
ゃ
ん
ぷ
り
（

知
ら
な
い
ふ
り
）
す
て
だ
ん
だ
ど
．

　
い
よ
い
よ
、
お
盆
に
な
っ
と
、
村
の

　
　
だ
ん
　
な

偉
い
旦
那
が
、
お
寺
さ
や
っ
て
き
て
、

　
　
　
　
　
　
　
ま
え
ど
ず

　
「
法
印
さ
ん
や
、
毎
年
の
寒
風
ば
、

こ
　
ど
す
　
　
　
　
　
ち
　
そ
う

今
年
も
ご
馳
走
す
て
け
ら
っ
し
エ
（

く
れ
）
」

　
ど
ゆ
う
ど
、
和
尚
さ
ん
は
、
す
っ

か
り
、
こ
こ
ろ
い
で
、
袋
ば
天
井
が

ら
引
き
降
ろ
し
て
、
口
ば
あ
げ
で
、

　
「
ど
う
だ
や
、
だ
ん
ぽ
さ
ん
、
今

年
の
寒
風
も
、
よ
が
ん
べ
え
や
」

　
ど
ゆ
っ
て
、
ソ
ヨ
ソ
ヨ
ど
吹
き
出

し
て
よ
ご
し
た
ん
だ
と
。
と
こ
ろ
が

ほ
の
風
の
臭
い
ご
ど
、
臭
い
ご
ど
、

鼻
が
曲
り
そ
う
に
な
っ
た
ん
で
、
さ

す
が
の
だ
ん
ぽ
も
、
が
お
っ
つ
ま
っ

て
（
弱
っ
て
し
ま
っ
て
）

　
「
和
尚
さ
ん
や
、
今
年
の
寒
風
は
、

い
っ
た
い
、
な
ん
だ
べ
え
や
。
臭
く

て
臭
く
て
、
我
慢
な
ん
ね
え
ど
や
」

　
ど
ゆ
う
ど
、
和
尚
さ
ん
は
、
さ
も

不
思
議
そ
う
に
、
く
ぴ
た
（
首
）
ば

曲
げ
で
、
考
え
で
だ
っ
け
エ
（
考
い

て
い
た
が
）
、
　
ハ
ダ
ど
膝
ば
は
だ
え

で
（
た
た
い
て
）
。

　
「
だ
ん
ぽ
さ
ん
や
、
わ
が
っ
た
、

わ
が
っ
た
。
今
年
の
暑
さ
が
、
あ
ん

ま
り
、
ひ
ど
い
ん
で
、
寒
風
も
し
し

エ
だ
（
す
え
た
1
1
く
さ
っ
た
）
ん
だ

べ
え
や
」

　
ど
ゆ
っ
た
ん
だ
ど
。

瓶
り
手
白
石
市
大
平
森
合
　
高
橋
重
太
郎

　
こ
の
号
か
ら
「
聞
き
書
あ
れ
こ
れ

」
と
し
て
、
こ
の
地
方
で
聞
い
た
昔

話
を
連
載
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
昔
話
の
味
を
出
す
た
め
、
読
み
に

く
い
と
は
思
い
ま
し
た
が
、
と
こ
ろ
ど

　
　
　
　
　
　
か
　
ご

こ
ろ
に
方
言
と
論
語
を
入
れ
、
そ
の

下
の
カ
ソ
コ
で
分
り
や
す
く
説
明
し

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
書
き
方
に
つ
い
て
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
御
意
見
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
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生
活
の
知
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三
　
沢
賢
吾

「
ご
ん
ぽ
っ
ぱ
も
ち
と
、
〈
さ
も
ち
」

　
　
ご
ん
ぽ
っ
ぱ
も
ち

　
こ
の
地
方
で
は
、
五
月
頃
に
な
る

と
こ
の
辺
の
山
に
、
ご
ん
ぼ
っ
ぱ
が

生
え
て
く
る
。
こ
の
ご
ん
ぼ
っ
ぱ
の

　
　
　
　
ず

葉
は
味
噌
漬
け
に
す
る
山
ご
ぼ
う
と

は
違
う
。
ご
ん
ぼ
っ
ぱ
は
裏
に
綿
が

つ
い
て
い
る
。

　
こ
の
ご
ん
ぽ
っ
ぱ
は
葉
が
出
れ
ば

若
い
も
の
程
う
ま
い
。
こ
の
は
っ
ぱ

を
摘
ん
で
き
て
、
ゴ
ミ
を
は
た
い
て

よ
く
洗
っ
て
お
く
。
別
に
湯
を
沸
か

し
、
煮
た
っ
た
ら
、
ぞ
の
な
か
に
タ

ン
サ
ン
を
少
々
入
れ
、
ご
ん
ぼ
っ
ぱ

を
入
れ
る
。
そ
し
て
、
や
わ
ら
か
に

な
っ
た
ら
引
き
上
げ
、
水
の
な
か
に

ち
ょ
っ
と
の
間
さ
わ
す
、
こ
れ
は
は

っ
ぱ
の
青
味
を
生
か
す
た
め
で
あ
る

そ
れ
を
両
手
で
き
り
っ
と
絞
っ
て
と

っ
て
お
く
。
こ
れ
で
、
ご
ん
ぼ
っ
ぱ
餅

の
材
料
は
で
き
た
。

　
餅
（
儒
米
）
を
つ
い
て
、
食
べ
頃

に
つ
い
た
も
の
に
こ
の
材
料
を
入
れ

て
、
キ
ネ
で
て
い
ね
い
に
混
ぜ
か
え

し
、
そ
れ
を
つ
き
あ
げ
て
食
べ
る
。

　
丸
め
て
黄
粉
で
食
べ
て
も
よ
い
し

あ
ん
こ
ろ
餅
で
も
よ
し
、
納
豆
も
よ

し
、
手
の
平
で
あ
ん
こ
を
つ
・
ん
で

丸
め
て
も
よ
い
。

　
ご
ん
ぼ
っ
ぱ
餅
は
五
月
頃
か
ら
秋

頃
ま
で
、
葉
の
青
い
う
ち
は
食
べ
ら

れ
る
。
た
だ
、
は
っ
ぱ
が
大
き
く
な
っ

た
ら
、
は
っ
ぱ
を
二
つ
に
折
っ
て
、

芯
（
葉
茎
）
を
抜
き
取
る
。
そ
う
す

れ
ば
何
時
で
も
食
べ
ら
れ
る
し
冬
か

ら
春
ま
で
か
こ
い
〔
貯
蔵
）
も
き
く
。

　
そ
の
場
合
、
は
っ
ぱ
を
ゆ
で
て
、

き
り
っ
と
手
で
絞
り
、
ビ
ニ
ー
ル
に

つ
つ
ん
で
、
冷
蔵
庫
の
冷
凍
室
に
入

れ
て
貯
蔵
す
る
と
、
い
つ
で
も
食
べ

ら
れ
る
。

　
く
さ
も
ち

　
く
さ
も
ち
（
草
餅
》
の
葉
は
ヨ
モ

キ
が
芽
を
出
し
て
、
一
～
二
寸
に
な

っ
た
頃
、
根
の
つ
け
根
か
ら
切
り
取

っ
て
食
べ
る
の
が
一
番
お
い
し
い
。

　
洗
っ
て
ゆ
で
る
こ
と
一
・
タ
ン
サ
ン

を
入
れ
る
こ
と
．
つ
く
こ
と
は
・
ご
ん

ぼ
っ
ば
餅
と
同
じ
要
領
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
旧
三
月
の
雛
祭
り
に
か
か

せ
な
い
風
物
誌
で
あ
る
。

談
、
小
原
、

高
橋
ひ
さ
の

　
　
　
（
八
十
二
才
）

萄
輯
軽
藷
鱈
遡
封
弓
鱒
輯
射
封
射
蒔
鱒
軸
封
軽
鱈
韓
封
鱈
輌
軽
輕
輯
軽
報
靱
蒔
鯉
弱
靱
斡
輕
鯉
軽
弱
聾
日
日
鯉
蒔
輔
日
弱
闘
”
麹
鰻
軽
難
軸
難
弱
臼
ヨ
錘
軽
翌

臨罵罵臨臨臨蹴臨職翻ロ思瑠瑠臨瑠壇摺蹴臨蹴＝驕

市
届
嚢

難
立
馨

　
〈
投
句
さ
れ
る
方
へ
〉

　
毎
月
十
五
日
ま
で
に
封
書
ま
た
は

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う

え
、
白
石
市
役
所
総
務
課
広
報
係
（

白
石
市
字
桜
小
路
三
五
）
へ

歌
　
　
壇

　
石
垣
を
樽
、
廻
ひ
て
ひ
た
す
ら
蔦
赤
し
妻
籠
の
町
に
わ
れ

　
は
来
に
け
り
　
　
　
　
　
　
曳
地
喜
久
子

　
朝
な
さ
な
吾
が
床
に
来
て
童
話
せ
が
む
二
人
の
孫
よ

　
耳
た
ぶ
紅
し
　
　
　
　
　
　
　
石
川
千
代
子

　
供
へ
た
る
黄
菊
香
り
て
部
屋
に
満
つ
小
春
日
和
の
午

　
後
の
陽
ざ
し
に
　
　
　
　
　
美
馬
き
よ

手
折
り
来
し
赤
芽
柳
の
ふ
く
ら
み
に
寒
さ
は
あ
れ
ど

春
は
立
ち
た
り
　
　
　
　
鈴
木
孝
『
郎

た
は
や
す
き
死
は
思
ふ
ま
じ
冬
を
ひ
そ
む
蝸
牛
の
殻

ほ
の
か
に
光
る
　
　
　
　
　
　
平
間
文
子

磨
き
た
る
こ
け
し
を
持
て
ば
ほ
の
か
に
も
木
地
の
ぬ

く
も
り
掌
に
伝
ひ
来
る
　
　
　
高
橋
と
し
子

　
　
　
　
　
俳
　
　
壇

城
あ
と
は
子
ら
の
遊
び
場
暖
か
し
　
　
佐
久
間
庭
蔦

　
　
（
評
）
城
あ
と
は
整
備
さ
れ
て
公
園
に
な
っ
て

　
　
　
　
　
い
る
。
子
供
ら
は
一
心
に
遊
ん
で
お
り

　
　
　
　
　
暖
か
な
日
曜
日
で
あ
る
。
暖
か
し
の
季

　
　
　
　
　
題
が
利
い
て
い
る
。

み
ち
の
く
の
寒
さ
の
去
ら
ぬ
彼
岸
入
　
陶
山
み
や

お
彼
岸
の
気
ま
ぐ
れ
陽
気
雪
と
な
り
　
菅
野
紫
陽
子

紅
椿
盛
り
彼
岸
の
雪
積
り
　
　
　
　
　
高
橋
正
男

　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
貞
二
選

着
水
の
水
鳥
の
蹴
上
を
向
く
　
　
　
　
伊
藤
千
秋

子
ら
の
声
こ
だ
ま
す
る
な
る
春
彼
岸
　
安
藤
し
げ

雛
の
間
へ
ゆ
く
ふ
た
部
屋
を
通
り
抜
け

真
向
い
の
鉾
杉
に
降
り
し
ま
だ
ら
雪
午
後
に
な
り
て

も
消
ゆ
る
こ
と
な
く
　
　
　
　
榊
原
こ
ず
ゑ

さ
ら
さ
ら
と
箒
の
音
の
心
地
よ
く
今
朝
を
覚
め
た
り

嫁
の
掃
き
ゐ
む
　
　
　
　
　
　
松
島
綾
子

青
春
の
生
き
ざ
ま
悔
い
て
語
り
あ
ふ
老
い
し
二
人
の

午
後
の
ひ
と
と
き
　
　
　
　
　
鈴
木
津
代

大
根
を
ほ
ど
よ
く
干
し
て
漬
け
終
る
漬
物
小
屋
に
香

の
み
ち
み
つ
る

西
向
の
小
店
戸
を
し
む
春
疾
風

彼
岸
な
か
津
軽
警
報
出
さ
れ
け
り

土
蔵
よ
り
出
し
て
明
治
の
雛
飾
る

農
日
記
書
き
と
ど
め
た
る
彼
岸
か
な

古
雛
を
飾
る
士
族
の
喬
と
し
て

雛
ま
つ
る
男
の
様
な
女
の
子

吉
野
雛
繕
ひ
な
が
ら
飾
り
け
り

寄
進
札
並
べ
か
け
あ
る
彼
岸
か
な

忘
れ
ず
に
百
年
の
雛
か
ざ
り
け
り

子
供
ら
の
皆
生
ひ
立
て
り
雛
祭
り

雨
冷
に
炬
燵
こ
も
り
の
彼
岸
婆

佐
藤
梅
月

猪
股
慶
三

鈴
木
晴
夫

鈴
木
と
み
子

跡
部
勝
曹

志
子
田
花
舟

三
橋
扇
狂

八
島
葉
子

佐
久
間
貞
子

鈴
木
菊
三

鈴
木
貞

日
下
ぐ
ん

鐵躍　蹴躍笛躍　澱躍国

r
－
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
麗
ー
ー
鯉
髄
ト
ー
ー
ー
L
睡
謎
髄
腫
腔
膳
勝
し
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春　．　　翌
の
交
通一行鞘Lなどを写真で紹フ｝します一

安全と消防演習から

街頭での呼ぴかけ

愚
㌧

．
．
脚
養
業

．
舞

瀞卿

水
・
贈

斉
磯

ド
一
フ
イ
バ
ー
に
コ
ー
ヒ
ー
サ
ー
ビ
ス

7
舘

藁
、

’野・イ

鐸

鍵
色
’誌

痛

〆
冷

課藪
￥麟

董
却
趨
鱗
蟻
層

縄
纏
ー
膿
藪
謬
》
．

賄
．

　　　㍉　、　魯

繭醸騨攣、鱗繋護、

轟驚llr然滋轟記

慧

灘
難
齢

竃

婦人防火クラブの表彰

；欝

㍉
’

　　　　難　　欝
秘

臨
鱗

曙
、
ー
響
「
辱
〆
、

　
・
灘
聯

犠
招
∫

繊

　　嚢難
｝
暫

多
乙

練訓1

、
臥

孟

艶
難～　∵遭　攣、
弩鋤蘇　　，‡蠣
轟ノ鱗　 ．、．懇

幅　　 鹸‡レ

　　　　　嚢磁詠・語

　　　　　踊饒無灘

》

麹
ヤ
悔
、
〆

』
’
燃

ゑ

糖

鐸

’10

法
、
操

ヤ
郵

騨
癒
嚇
、
’

懲
麟
，

幅
、

縞’

ぎ

嚢

零

皐
、
』

轟議．孝

　　　　夢だ

費6－2453

史
跡
名
勝
め
ぐ
り

　
文
化
財
の
理
解
、
保
護
思
想
の
普

及
、
心
身
の
豊
さ
を
養
う
と
共
に
、

市
民
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
で
を
図
る

た
め
に
歴
史
や
文
化
財
を
た
ず
ね
て

み
ま
せ
ん
か
。

▽
期
日
　
5
月
21
日
㈲

▽
集
合
場
所
　
自
石
市
中
央
公
民
館

前
午
前
8
時
菊
分

▽
コ
ー
ス
　
白
石
－
国
見
町
ー
保
原

町
ー
霊
山
神
社
！
霊
山
－
筆
甫
－
丸

森
－
臼
石

▽
会
費
及
び
入
員
二
千
円
二
般

市
民
5
0
名
）

▽
携
行
品
　
昼
食
・
手
拭
・
ゴ
ミ
持

ち
帰
り
用
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
筆
記
用
具

▽
服
装
　
軽
装
で
坂
道
を
歩
け
る
よ

う
な
ズ
ッ
ク
又
は
靴
履
の
こ
と
。

▽
申
し
込
み
　
5
月
1
5
日
ま
で
会
費

を
添
え
て
白
石
市
中
央
公
民
館
へ
。

　
都
合
に
よ
り
参
加
を
取
り
消
す
場

合
は
そ
の
旨
を
必
ず
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
会
費
は
お
返
し
し
ま
せ

ん
。
詳
細
に
つ
い
て
は
中
央
公
民
館

〔
岱
6
－
2
4
5
3
）
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

受
講
生
募
集

　
働
く
婦
人
の
家
で
は
、
講
座
の
受

講
生
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
お
友
達
を
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上

申
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
　
5
月
1
0
口
ま
で
働
く
婦

入
の
家
へ
（
受
講
料
は
無
料
で
す
〉

膏
5
1
5
0
9
5
。

働く婦人の家受講生募集

実施時問
10日寺～12日寺

13日寺～15目寺

実施曜日

第弩木曜日

第§土曜日

募集人員

　　15名

　　15名

講座名
本を読む会

手芸教室

申込〆切　5月10日
受　　講　　料　　無　　　料

申込場所　白石市働く婦人の家

　　　　　電話（5）5095へ

　
ヤ

　
暖
房
器
具
の

　
　
　
　
上
手
な
し
ま
い
方

　
寒
い
冬
に
お
世
話
に
な
っ
た
暖
房

器
具
は
き
れ
い
に
掃
除
し
て
湿
気
の

少
な
い
と
こ
ろ
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
は
バ
ー
ナ
ー
を
ブ
ラ

シ
な
ど
で
掃
除
し
ま
す
。

　
石
油
ス
ト
「
ブ
は
芯
の
手
入
れ
を

し
っ
か
り
や
っ
て
お
く
こ
と
が
な
に

よ
り
も
大
切
で
す
。
芯
は
ほ
と
ん
ど

ガ
ラ
ス
繊
維
で
す
の
で
、
タ
ン
ク
の

石
油
を
抜
い
て
か
ら
空
焼
き
を
す
る

と
カ
ス
が
燃
え
て
芯
が
き
れ
い
に
な

り
ま
す
。

　
本
体
も
き
れ
い
に
ふ
き
、
と
く
に

反
射
板
の
汚
れ
は
熱
の
損
失
に
な
り

ま
す
の
で
洗
剤
を
つ
け
て
洗
い
良
く

磨
い
て
く
だ
さ
い
。

　
乾
電
池
は
器
具
か
ら
取
り
は
ず
し

保
管
し
て
下
さ
い
。

　
電
気
コ
タ
ツ
は
、
ガ
ー
ド
（
保
護

網
）
を
は
ず
し
、
内
部
の
ほ
こ
り
を

ハ
タ
キ
な
ど
で
払
い
出
し
ま
す
。

　
赤
外
線
電
球
は
や
わ
ら
か
い
布
で

ふ
き
反
射
板
は
乾
い
た
布
で
ふ
き
ま

す
。
長
く
放
っ
て
お
き
ま
す
と
、
熱

の
効
率
も
悪
く
な
り
ま
す
。

　
コ
ー
ド
は
い
た
め
な
い
よ
う
に
大

き
め
の
輪
に
軽
く
ま
る
め
て
、
広
め

の
す
き
ま
を
選
ん
で
ゆ
っ
た
り
と
し

ま
い
ま
し
ょ
う
。

味
泊
慢

し
ら
す
ぼ
し
と

　
　
　
ご
ぼ
う
の
佃
煮

後藤さと

　
材
料
　
し
ら
す
ぼ
し
百
三
十
9
、

ご
ぼ
う
二
百
七
十
9
、
臼
ご
ま
大
さ

じ
一
杯
半
、
調
味
料
、
サ
ラ
ダ
油
六

さ
じ
一
杯
半
、
み
り
ん
大
さ
じ
一
杯

半
、
砂
糖
大
さ
じ
一
杯
半
、
し
ょ
う

油
一
杯
～
一
杯
半
（
う
す
口
）
、
塩

適
宜
、
水
あ
め
大
さ
じ
一
杯
半
。

　
つ
く
り
方

L
し
ら
す
ぼ
し
は
洗
っ
て
二
分
～
三

　
分
位
湯
に
つ
け
て
お
く
。

乞
ご
ぼ
う
は
さ
さ
が
き
に
し
て
、
少

　
し
水
に
つ
け
て
あ
く
を
ぬ
く
。

翫
熱
し
た
油
で
ご
ぼ
う
を
妙
め
、
砂

　
糖
、
し
ょ
う
油
で
味
つ
け
し
、
や

　
わ
ら
か
く
な
っ
た
ら
水
を
切
っ
た

　
し
ら
す
ぼ
し
を
入
れ
て
、
さ
ら
に

　
か
き
ま
ぜ
な
が
ら
妙
め
る
。

生
汁
が
出
て
き
た
ら
具
を
ひ
き
上
げ

　
て
汁
を
煮
つ
め
、
さ
ら
に
具
を
も

　
ど
し
、
み
り
ん
と
水
あ
め
を
入
れ

　
臼
ご
ま
を
入
れ
て
出
来
あ
が
り
で

　
す
。

相
談
区
分

行
　
政
　
相
　
談

生
　
活
　
相
　
談

社
会
保
険
相
談

高
齢
者
職
業
紹
介

人
権
擁
護
相
談

補
聴
器
巡
回
サ
ー
ビ
ス

消
費
生
、
活
相
談

相
談
日

5
月
6
日

　　5

　　月

276
日日

5
月
2
2
日

　5

　月

162

日日

5
月
6
日

5
月
4
日

5
月
1
8
日

毎
週
水
木
金

時
　
　
間

10

時
～
1
2
時

10

時
～
1
2
時

9
時
30
分
ー
15
時

10

時
～
1
4
時

10

時
～
1
2
時

13

時
～
1
4
時

10

時
～
12
時

9
時
～
1
4
時

場

所

市
役
所
各
種
相
談
室

市

役

所

市

役

所

市
役
所
福
祉
事
務
所

市
役
所
各
種
相
談
室

市
役
所
福
祉
事
務
所

市
役
所
各
種
相
談
室

■1



．灘灘　　　、灘潔・潔灘潔潔

難懸　　孫潔　　潔潔
瀦灘

潔
潔

潔
藤

潔
懸

潔
潔

懸
灘

お

し 募集
・
り

せ スポーツ少年団

板

お

し

b

せ

　白石市体育協会では、白石市ス

ポーツ少年団員を次により募集し

ています。

〉目的・活動　日本スポーツ少年

団団員綱領に則り1．健康なから

だを養い、次代を担う人になる。

2．ルールを守り他人に迷惑をか

けず社会に奉仕する。3．スポー

ツによって限りなく伸びる力を作

るため努力する。以上の目的を持

ち、卓球・柔道・剣道・水泳・白

川地区の五団体を組織し活動して

います。

〉応募資格　15歳以下の者（性別

不問、人員若干名）

レ申込み　随時市体育協会事務局

（市教育委員会社会教育課岱5－

2111内線411番1へ

白石着（16時10分）

レ募；集入員　20名

［＞会費　4500円

〉申込期限　5月15日（但し定員

　になり次第〆切1

〉申し込先　会費を添えて白石市

　観光案内所に申込んでください

（曾6－2042）

寿山県営住宅補欠入居者

板
南蔵王夏山開き

　県営アパートの補欠入居者を募

集します。

　住宅の概要

〉住宅名　寿山県営アパート

〉募集戸数　6戸

〉家賃及び型式　月額10500

　円～13000円　3DK
〉受付期間　5月15日～5月20日

　まで

〉受付場所及び申込み用紙

　市役所建設課

　その他申込み方法について詳し

　くは建設課住宅係（曾5－21

　11内線242）お問い合せ下
　さい。

小・中学生作文コンクール

寄せ下さい。

〉応募要項

11）参加資格　臼石市内小学5・6

　年生、中学1・2・3年生

（1）テーマ

　「明るい豊がな白石をつくるた

　めに」「自然を愛し住みよい環お

　境をっくろう」このテーマにそし

　って次の中から自由に1つ選んら

　で書いて下さい、，
　　　　　　　　　　　　　　　せ
①交通（新幹線、交通安全、騒音

　など）　　　　　　　　　板

②教育（勉強、非行、家庭など）

③産業（特産品、工場誘致、進出

　企業、農業など1　　　　　　　1

一⑦観光（お祭り、蔵王、温泉、名

　所旧跡など）

⑤自然環境（1⊥1、川、自然保護、

　公害など）

ビ昼1政ギ台艇習斉

⑦自由（以一ヒの他なんでも思って

　いることなど）

131原稿規定　400字詰原稿用紙

　800字以内　　　　　　　　　お

1引注意事項　　　　　　　　　　　し

（⊃作文には学校名、学年、男女別
　　　　　　　　　　　　　　　ら
　氏名を必ず明記して下さい。

②f乍文の締切5月31日までせ

③作文σ）送り先臼石市本鍛治小板

　大自然の宝庫南蔵王夏山開きの

参加者を募集いたします。

［＞日不呈　　5月20日（」⇒～21日‘日）

　5月20日　臼石駅前観光案内所

　午後4時集合

　5月21日　京成ロッジ出発一垂

　清沢一南屏風岳一京成ロッジー

　明るい豊かな白石をつくるため

に臼石青年会議所では小・中学生

の作…文コンクールを開催いたしま

すので臼石の未来について、少年

たちの卒直な気持、考えを多数お

　路13　臼石商工会議所内　rl何

　冴年会議所事務局）

151入選発表　7月中旬の予定

16）表彰　入選者には賞品、又応募

　者全員に記念品を贈ります。

ガン征圧の標語

デ
ノ
ミ
に
強
く
な
る
本
萩

思
い
悩
む
青
春
の
心
理
学
渚

水
濤
伝
　
　
　
　
　
　
施

極
北
の
青
い
闇
か
ら
　
小
野

志
ん
生
一
代
　
　
　
結
城

君
が
愛
せ
し
　
　
　
塚
本

マ
イ
ホ
ー
ム
誕
生
　
　
岡
田

「
甘
え
」
の
構
造
　
　
ヒ
居

日
本
文
化
史
序
説
　
　
西
田

人
の
砂
漠
　
　
　
　
沢
木

考
え
る
技
術
、
書
く
技
術

静
か
に
流
れ
よ
テ
ム
ズ
川
木

女
の
現
在
　
　
　
　
伊
藤

自
然
の
ア
ル
バ
ム
　
N
H
K

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
セ

遊
び
の
博
物
誌
　
　
　
坂
根

新
病
気
と
食
事
と
事
典
　
平

漢
字
の
読
み
方
　
　
　
武
部

〔
以
上
新
人
書
の
一
部
を
紹
介
し

こ女隆鉄辻好変さ
のの元道まき化ら

な
画
家
と
の
出
合

こ
と
の
世
界

の
語
る
日
本
の
近

は
だ
か
交
友
録

家
庭

風
の
音
を
聞
か
な

ば

星
座

　　　　　　　　　　　　　　　　　　太新小渋い平細代矢　吉黒井つマ阿
　　　　　　　　　木田居田本城野施清萩田田田谷か岩川原内中　岩葬たク伊橘マ原宮戸崎ド沢うき
聾署巖群稚落腰健誠邦昌寺耐森騒忠次塵弓隆霧鯉麗重成釈，徳文コ伸
　明文夫1ビゴ・美元郎郎郎三雄治誠庵三一久郎実デ・　枝元［E作一一吾三

　
貸
本
は

　
　
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す

こ
の
子
の
学
力
を
伸
ば
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
沢
　
脩
而

チ
ム
ー
ル
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
王
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
崎
淳
之
助

経
済
用
語
に
強
く
な
る
本
戸
田
栄
輔

蛍
川
　
　
　
　
　
　
　
宮
本
　
輝

被
差
別
部
落
の
歴
史
　
　
原
田
伸
彦

幼
児
の
し
つ
け
と
教
育
　
マ
ル
コ
ワ

こ
け
し
と
作
者
　
　
　
　
橘
　
文
策

わ
が
か
く
し
念
仏
　
　
阿
伊
染
徳
美

最
後
の
国
境
線
　
　
　
マ
ク
リ
ー
ン

新
編
困
っ
た
憲
法
、
困
っ
た
解
釈

なみ

のん

図
壼
日

館
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お

し

・
b

せ

板

お

し

、
り

　日本対ガン協会は、本年8月創

立20周年を迎えます。これを記念

して、ガン征圧の標語を募集しま

す。標語は

1・ガンヘの関心を呼び起こすも

　の

2．定期検診などの予防をすすめ

　るもの

3．国と都道府県及び社会にガン

　対策の推進を要望するもので、

　ポスターなどに使える平易なも

　のを歓迎する。

〉応募方法

　宮製ハガキ1枚に1編（1八3
　編まで〉

　氏名、年齢、職業、住所を明記

　すること，⊃

〉送り先　東京都中央区銀座6－

　6－7　朝日ビル内

　日本対ガン協会　標語係

〉締切り　5月末日（当日消印有

　効）

〉発表　6月末日

　入選5編に各五万円、佳作5編

　に各二万円が贈られる．

せ　宮城県青年の船

板団　員　募集
　団体生活を通じて連帯意識の高

揚と心身の鍛練を図るとともに、

現地の文化、産業、経済等の視察

により国際的な視野を広め明日の

郷土を築く青年としての基礎づく

りを目的とした昭和53年度（第6

回）「宮城県青年の船」の団貝を

募集しています。

〉応募資格　日本国籍を有し昭和

登　山　映画
　　夏山の夕
05月16日1殉午後5，30～

○臼石市民会館

　内容・登山、キャンプの技術

　　　・遭難防出、高山植物

　主催　r1峰　会
　　　　臼石市体育協会

　53年1月1日以前から県内に居

　住し、20歳以上30歳未満（4月

　1日現在）の男女

〉募集人貝　360名
〉募集期間　4月1日から5月20

　日まで

〉訪問先　フィリピン共和国、沖

　縄県

〉経費　参加負担金15万円、諸経

　費（パスポート申請、ユニホー

　ム等）約3万5千円
〉欠格条件

①過去に国、地方公共団体の行

　　った同種の事業に参加し海外

　　渡航の経，験のある者

②大学（短大も含む）、高等専

　　門学校、高等学校等に在学中

　　の者（勤労学生を除く）

〉申込み先　白石市教育委貝会、

　社会教育課（a⑤2111内線
　411）

！

090騨の一
　　　　　一プ

旧　　　 出ノL，　　里 館

　　チビっ子あつまれ．イ！

　臼石市第一、第二児童館では第

2回臼石子どもまつりを開催しま

す。みんなで参加してたくさんの

友達をつくりましょう。’1看日母親

クラブのみなさんからおいしいお

でんがでます。

〉日時　5目14F1（目）’F前10時から

　12時まで

〉場所　中央公園（雨天の場合第

　二小学校体育館）

〉内容　人形劇、ゲーム、伝承遊

第19回全日本

　　　登山体育大会

蔵王連峰　5月25日～28日

主催

主管

日本山岳協会

宮城県山岳連盟

後援　宮城県・臼石市

び等です。

自動税の納期

　本年度の自動車税は、5月31日
　　　　　　　　　　　　　　　お
が納期となっていますのでお忘れ
なく納期内に納入してください。　し

　なお’、糸内税通知書は5月15日にら

送付されますが今回から様式が改せ

lEになりましたので納税通知書裏

面の1開封の仕方」に従って開封

してください。

　車検と納税証明書

　車検に必要な　納税証明書」は

納税通知書で納めると領収証とい

っしょに交付されます。

　領収証の右片が納税証明書にな

っていますので納めたら切り離し

事検証と一緒にしておくと車検の

とき改めて納税証明書の交付を受

　　　　　　　　　　　　　　板

　　　　　　　　　　　　　　おける必要がありません。

　低公害車と税率　　　　　　　　し

　従来低公害車については軽減税ら

率が適用されていましたが本年度
　　　　　　　　　　　　　　せ
からその特例措置が廃止になり、

　　　　　　　　　　　　　　板例えば総排気量が1000ccを超

え1500ee以下の自動車の場合

は、2万1千円が、2万7千5百
円になります。

　自動車税の免除申請

　身体に障害があるために自動車

税の免除を受けられていた方は毎

年5月24日までに免除申請の更新

が必要です。期限までに必ず手続

きをしてください。

　くわしくは大河原県税事務所に
　　　　　　　　　　　　　　お
お間い合せください。

し

交通事故相談　ら
　　　　　　　　　　　　　　せ　市役所内で行っておりました相

談は、4月1日より大河原合同庁板

舎内、大河原福祉事務所で行うこ

とになりました。

　相談日は毎週火水木金土の午前

9時から午后4時までとします。

　ただし土曜日は「E后までです。

お気軽においでください。
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三
種
混
合
定
期
予
防
接
種

　
あ
な
た
の
お
子
さ
ん
に
、
ジ
フ
テ

リ
ア
、
百
日
咳
、
破
傷
風
の
定
期
予

防
接
種
へ
第
一
期
）
を
行
な
い
ま
す
。

　
こ
の
予
防
接
種
は
予
防
接
種
法
に

基
づ
い
て
実
施
す
る
ジ
フ
テ
リ
ア
、

百
日
咳
と
保
護
者
の
不
安
が
著
し
い

破
傷
風
の
予
防
接
種
と
同
時
に
行
な

う
も
の
で
す
。

▽
日
時
　
五
月
十
｝
、
日
十
三
時
三
モ

　
分
～
十
四
時
三
十
分

▽
場
所
　
市
民
会
館

▽
料
金
　
無
料

▽
対
象
者
　
昭
和
五
十
年
十
月
一
日

　
か
ら
昭
和
五
十
一
年
三
月
　
十
一

　
日
ま
で
の
出
生
者

▽
そ
の
他
　
①
記
入
し
た
問
診
票
と

　
母
子
手
帳
を
心
ず
持
参
し
て
下
さ

　
い
。
②
身
体
に
異
阪
が
あ
る
場
合

　
は
接
種
前
に
医
師
の
診
断
を
受
け

　
て
き
て
下
さ
い
。
9
破
傷
風
を
希

　
望
し
な
い
場
合
、
事
前
に
市
衛
生

　
課
に
連
絡
下
さ
い
。

5月健藁力幽シ瘍』
日

1

ワ

4

8

9

lo

11

15

18

22

3ウ
一

24

25

区　 分

健康相談
妊婦教室
健康相談
妊婦教室
健康相談
妊婦教室
3ケ月児f建診

健康相談
妊婦教室
健　　康　　相　　畝

妊婦教室
1歳、6カ月児健診

3カ月f建診
健　　目｛　相　　，i炎

妊婦教室
f建　嘆　　相　　。．

妊 婦　教 室

6カFj児f建言参

健康相、、炎

妊婦教室
3歳、6カ月児健診

健　　康　　柑　　、淡

妊　婦　教　室’

12ヵ月『見青紐児季目［、κ

6ヵ月『尼f建診｝

受付時間

9．30～11．30

13．00～14．00

9．30’一11．30

13．00～14．00

9．30～11．30

13、00～14．00

12．40～12．50

9．30～11．30

13．00～14．00

9，30～11．30

13．00～14．00

殖

0512
～

4012

9．30～11，3り

13．00～14．no

9．30～11，30

13．00～14，00

12．40～12．50

9．30～11．30

13，UO～14，00

12．3D～13，00

9．30～11．30

13．OO～14．00

13．00～13．1隻

12，40～12．50

対象地区

自石地区

越河地区

大鷹沢地区

全地区
大・F地区

∩凪地区

翁地区

己住地区

小原地区

臼石以ウト

　の地1｛

斎川地区

■壱地区

福岡地区

地区
白石地区

場　 所

白召市役所

越を可　出1弓長　戸斤

大魔沢公民館

r　I　石　f呆　f建　戸斤

大平公民館

臼川公民館

市民会館
1到　石　f呆　｛建　戸斤

三住婦人ホーム

民公

会民市

備　 考

該当者に通知

51FF11月生

屑｝
里者此

「

521ド11月生

　FI一当毎に唾知

斎川公民館’

臼fl保f建所

福岡公民嬉

市民会館
臼石保健所

49年11月生．

該当者に通知
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二
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　　3ヵ月児健診該当者　53，1，13～2．11日迄出生者
6月
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区　分 受付時問 対象地区 場　 所 備　 考

休日急患当番医

日

1

5

6

7

8

3ケ月児｛建、診

健康相
妊婦教室
健康相談
妊婦教室
健康相談
妊婦教室
3ケ月児健診

12．40～12．50

9．00～14．0

13．00～14．OU

9．30－14．00

13．00～14．OU

9．30一一14，00

13．00～14．00

12．40～12，50

七地区
臼石地区

越【可地区

大鷹尺地区．

全地区

1ヨ石保健所

自石市役所

越河出張所

大際沢公民館

自　石　保健所

3～
122つ

♪5

月1」

つ
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5
・

4

【
’

14

21

28

6．4

内　科

崎
u

　
9
】

　
n
乙

亘理医院
5－8501
大沼医院
5－2502
広瀬医院
5－0238
芭医　院
5－2410
加藤1司）医院

5－2001
引地・医院
5－2036

‘ノト　科

宜圭成医β完

5－2062
か口藤〔尺l　Li匠F完

6－2653
刺　　田　卓丙　　「∫完

5－2145
朝倉医院
5－21（11
刈　　田　　」茜　F完

5－2145
垂蔓　谷　　1矢　　r完

5－2010
刈　　田　ヲ茜　β完

5－2145
都含により変更になる場合もあります：

3ヵ月児健診該当者　53．2，12～3．8日迄出生者

14


